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北里大学北里研究所病院を受診された患者さまへ 
 

当院では下記の臨床研究を実施しております。 
本研究の対象者に該当する可能性のある方で診療情報等を研究目的に利用または提供されることを

希望されない場合は、下記の問い合わせ先にお問い合わせ下さい。 
研究課題名 
（研究番号） 

高齢者への去痰剤を含めた処方薬の臨床アウトカムへの影響の検討 
（No. 20055-1） 

当院の研究責任者 
（所属） 平山 武司 (薬剤部 部長) 

他の研究機関および 
各施設の研究責任者 北里大学薬学部 責任者 鈴木雄介（生体制御学 教授）  

本研究の目的 高齢者において、去痰剤や呼吸機能改善薬などの処方薬が長期予後に与える影響に

ついて検討します。 
調査データ 
該当期間 2010 年 1 月から 2020 年 12 月までの情報を調査対象とします 

研究の方法 
（使用する試料等） 

●対象となる患者さま 

①上記期間内に当院で言語聴覚士による介入の下、嚥下機能評価が行われた方 

②上記期間内に当院で去痰剤や呼吸機能改善薬、制酸剤の処方を受けられた方 

 

●利用する情報 

カルテの診療記録、嚥下機能評価データ、検査データ（血液学的検査値、生化学的

検査値、細菌学的検査値、生理学的検査）、画像データ（X線、CT、MRI、超音波、

アイソトープ、骨密度検査） 
試料/情報の 

他の研究機関への提供 
および提供方法 

下記研究機関へ情報の提供を行う。 
北里大学薬学部 生体制御学 鈴木雄介 

個人情報の取り扱い 
利用する情報から氏名や住所等の患者さまを直接特定できる個人情報は削除致

します。また、研究成果は学会等で発表を予定していますが、その際も患者さまを

特定できる個人情報は利用しません。 

本研究の資金源 
（利益相反） 利益相反については北里大学利益相反委員会で審査され適切に管理されています。 

お問い合わせ先 電話：03-3444-6161 

担当者：北里大学北里研究所病院 薬剤部 宮下 博幸 

備考 

研究に同意しないこと又は同意を撤回することによって不利益な取扱いを受け

ることはありません。 

個人の情報として今までの検査結果を開示することは可能です。請求人は原則的

に協力者本人とし、本人以外からの請求の場合本人直筆の委任状が必要になりま

す。開示を希望する場合、上記の問合せ先までご連絡ください。 

 


